
　
か
つ
て
厳
原
町
の
「
佐
須
」
に

鉱
山
が
あ
り
、
昭
和
四
八
年
ま
で

亜
鉛
な
ど
を
産
出
し
て
い
た
こ
と

を
ご
記
憶
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

で
は
こ
の
鉱
山
が
い
っ
た
い
い
つ

頃
に
開
発
さ
れ
た
の
か
は
ご
存
じ

で
す
か
？
実
は
今
か
ら
約
一
三
〇

〇
年
も
前
の
こ
と
な
の
で
す
。

『
日
本
書
紀
』
の
天
武
天
皇
三
年

（
六
七
四
）
三
月
七
日
条
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

『
対
馬
国
司
守
忍
海
造
大
国
が
、

「
こ
の
国
で
初
め
て
銀
が
で
ま
し

た
の
で
、
た
て
ま
つ
り
ま
す
」
と

言
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大

国
に
小
錦
下
の
位
を
授
け
た
。
銀

が
わ
が
国
に
産
出
し
た
の
は
こ
の

と
き
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
れ
で

す
べ
て
を
神
々
に
た
て
ま
つ
り
、

ま
た
小
錦
以
上
の
大
夫
た
ち
に
も

あ
ま
ね
く
そ
れ
を
賜
っ
た
』
（
宇

治
谷
一
九
八
八
）

　
少
々
難
し
い
で
す
が
、
つ
ま
り

大
和
政
権
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
僚

で
あ
る
「
国
司
」の
「
忍
海
造
」が

「
倭
国
で
初
め
て
銀
を
見
つ
け
た
」

と
朝
廷
に
報
告
し
た
様
子
を
書
い

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
時
期
、
大

和
政
権
は
鉱
物
資
源
の
開
発
の
た

め
に
国
を
挙
げ
て
全
国
各
地
を
調

査
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
日
本
で
初
め
て
銀
が
見
つ
か

っ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
わ
け

で
す
。
ま
た
『
続
日
本
紀
』
に
は

文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
十
二

月
条
に
対
馬
で
金
が
冶
成
さ
れ
、

三
年
後
に
貢
上
さ
れ
た
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
八
世
紀
の
「
大
宝
」

と
い
う
元
号
は
、
こ
の
金
の
貢
上

を
受
け
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
銀
の
採
掘
が
そ
の
後
い
つ
ま
で

続
い
て
い
た
か
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
十
二
世
紀
の
後
半
に

は
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
時
を
経
て
十
七
世
紀
半
ば

に
貿
易
上
の
必
要
性
か
ら
再
開
発

さ
れ
る
と
、
椎
根
か
ら
久
根
へ
と

採
掘
地
を
広
げ
て
い
き
、
佐
護
や

尾
崎
に
発
見
さ
れ
た
銀
山
や
銅
山

と
と
も
に
対
馬
藩
の
経
済
の
一
翼

を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
以
降
は
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
に
亜
鉛
の
採
掘
が
主
と
な

り
ま
し
た
が
、
古
代
に
は
日
本
初

の
銀
山
と
し
て
、
近
世
に
は
対
馬

藩
の
重
要
な
収
入
源
と
し
て
佐
須

銀
山
は
名
を
馳
せ
て
い
た
の
で
す
。

　
樫
根
の
「
銀
山
（
ぎ
ん
ざ
ん
）

神
社
」
や
「
銀
之
本
」
と
い
う
地

名
が
隆
盛
を
誇
っ
た
銀
山
の
存
在

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】
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今月のおすすめ新着本�

会話をつなげたり、はずませたりする方法
を具体的にアドバイスするほか、困った場
面での受け答えや、人の輪にとけこめる話
し方などを多数紹介。　すぐ使えるフレー
ズ満載。

『会話がとぎれない! 話し方66のルール』�
野口　敏／著�

１．おはなし会　 ６月１９日（土）　午後２時から午後３時まで　対馬市交流センター　4階ギャラリー�
　　　　　　　　内容：よみきかせ、エプロンシアター、紙芝居、マジックショーなど�
２．図書館では、ボランティアを募集しています。（カウンター内の作業、本の修理、おはなし会のスタッフなど）�
　  興味のある方は、図書館までご連絡下さい。 �

2010. 5 16

�

体内の“毒”は食べ合わせで消す！「食品安
全の生き証人」と称される著者が、発がん性
物質、輸入食品、食品添加物、農薬などの毒
を消す食材・レシピ・食べ合わせを完全解説。

『毒を出す!新・食べ合わせ法』�
増尾　清／著�

お客様がまた来たくなる接客の極意とは？
人とのふれあいを豊かにし、ビジネスにも
人生にも役立つ「接遇」の基本を、マナー講師・
平林都が伝授する。

『平林都の接遇道』�
平林　都／著�

「手のひらに霊気」や「命のオーラ」など、魔
力と魅力がいっぱいのマジックのやり方と
ヒミツを、イラストでわかりやすく紹介。

『超ウケキッズマジック』�
藤原　邦恭／著�

悪さばかりするおとうとのてつろうと、い
つもやさしい吟子姉ちゃん。５０年前の幼
い姉弟の日々は、いつも、笑いとやさしさに
溢れていた－。山田洋次監督の２０１０年
公開映画「おとうと」から生まれた絵本。

『絵本おとうと』�
松本　春野／著�

おばあちゃんの作る大福が大好きないちご
ちゃん。せっかく遊びに行ったのに大福がな
いので大泣きです。すると、「ぼたっぼたっぼ
たぼた…」と、どこからか不思議な音が。行っ
てみると、なんと大好きな大福がいっぱい！
大福の世界に飛び込んでしまった女の子。

『いちごだいふくちゃん』�
わたなべ　あや／著�

一
般
書�

児
童
書�

銀山神社拝殿�

つ
し
ま
く
に
の
つ
か
さ
の
お
し
の
み
や
つ
こ
お
お
く
に

や

せ
い

か
な
や
ま

り
ゅ
う
せ
い

か

ね

の

も

と

し
よ
う
き
ん
げ

お
し
の
み
や
つ
こ

佐
須
銀
山�

�

銀山神社近景�
（正面の宮前橋を渡った左手が神社）�
�
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年
金
コ
ー
ナ
ー�

　
平
成
21
年
度
に
引
き
続

い
て
22
年
度
に
も
、
国
民

年
金
お
よ
び
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
に
、「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
が
日
本

年
金
機
構
か
ら
誕
生
日
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
度
、
加

入
者
の
お
１
人
お
ひ
と
り

に
対
し
、
保
険
料
納
付
実

績
や
年
金
額
の
見
込
み
な

ど
、
年
金
に
関
す
る
個
人

情
報
を
分
か
り
や
す
く
お

知
ら
せ
し
、
現
役
世
代
、

特
に
若
い
世
代
の
方
に
保

険
料
負
担
と
年
金
給
付
の

関
係
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
の
通
知
内
容
は
、

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入

　
月
数
、納
付
済
月
数
等
）、

②
50
歳
未
満
の
方
に
は
加

　
入
実
績
に
応
じ
た
年
金

　
見
込
額
、
50
歳
以
上
の

　
方
に
は
「
ね
ん
き
ん
定

　
期
便
」
作
成
時
点
の
加

　
入
制
度
に
引
き
続
き
加

　
入
し
た
場
合
の
将
来
の

　
年
金
見
込
額

③
保
険
料
の
納
付
額
（
加

　
入
者
負
担
分
累
計
）

④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入

　
制
度
、
事
業
所
名
、
加

　
入
者
資
格
取
得
・
喪
失

　
年
月
日
等
）

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の

　
期
間
の
月
毎
の
標
準
報

　
酬
月
額
、
賞
与
額
、
保

　
険
料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の

　
期
間
の
月
毎
の
保
険
料

　
納
付
状
況
（
納
付
、
未

　
納
、
免
除
等
の
別
）
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
上
記
の
内
容

の
定
期
便
が
送
付
さ
れ
る

人
は
、
平
成
22
年
度
に
は

じ
め
て
定
期
便
が
送
付
さ

れ
る
人
と
、
22
年
度
に
節

目
年
齢
（
35
歳
、
45
歳
、

58
歳
）
に
な
る
人
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
人
の
場
合
、

右
の
①
〜
③
に
つ
い
て
は

前
年
度
の
も
の
が
更
新
し

て
通
知
さ
れ
、
⑤
、
⑥
に

つ
い
て
は
直
近
１
年
分
が

通
知
さ
れ
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問

点
が
あ
る
場
合
は

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
―
０

５
８
―
５
５
５
に
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
受
付
時
間
は

・
月
曜
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時

　
　
　
　
〜
午
後
８
時
迄

・
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時

　
　
〜
午
後
５
時
迄
で
す
。

※
一
般
の
固
定
電
話
の
場

合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
内
通
話
料
金
の
み

で
利
用
で
き
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構

　
　
長
崎
北
年
金
事
務
局

▼
長
崎
北
年
金
事
務
所
に

よ
る
出
張
年
金
相
談�

場
　
所
　
上
対
馬
総
合

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

日
　
時
　
６
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で
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スタッフ/武末祥人・阿比留忠明・古賀陽子�

対馬市福岡事務所�
レポート�

　今月の福岡事務所の
話題としては、やはり
「とんちゃん部隊」の
グルコン優勝です。こ
の優勝のためには隊員
の頑張りが一番ですが、
メディアの力があった
からこそ、無名の「と
んちゃん」が優勝でき
たのではないでしょうか。�
　特に某ラジオ局の方
には大変お世話になり、

ラジオ出演やイベントへの参加など様々な場面で「とんちゃん」
を取り上げていただきました。このＢ級グルメの取り組みも、こ
の方からグルコンの実行委員会の方を紹介していただいたことに
より、参加したいという想いが現実のものとなりました。�
　最近はイベント毎に行っていることなのですが、経費のかから
ない情報発信として、名刺交換した方へのメール発信や事務所の
ブログにも掲載しました。�
　大会会場で「ラジオを聞いて来たよ。」「メールを読んで来た
よ。」といった声を聞き、メディアの影響力の強さと人のつなが
りの大切さを実感したイベントでした。　　　　　　　　　（武末）�

　対馬の春の花といえばヒトツバタゴ。と
ころが、なんと天神のビル街の真ん中でそ
の樹を発見！場所は福岡市役所前の公園。
調べて見ると他にも沢山のヒトツバタゴが
植えられていました。�
　福岡市植物園・西鉄香椎花園・福岡ドー
ム横の公園・太宰府市役所・太宰府天満宮・
鳥栖スタジアム・久留米市石橋文化センタ
ー・・・北九州市戸畑区には100本もの並
木道「なんじゃもんじゃ通り」・・・。�
　対馬市の木であるヒトツバタゴの真っ白
い可憐な花が、福岡近郊の人々にも潤いを
あたえています。�

人のつながりと情報発信の大切さを実感！�
福岡事務所のスタッフが、福岡で触れた対馬を�
ご紹介するコーナーです。�
�

福岡で見つけた “対馬のいいもの”
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て
い
ま
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ま
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齋藤隊長３度目のラジオ出演�齋藤隊長３度目のラジオ出演�

福岡市役所前公園の樹�福岡市役所前公園の樹�
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